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平成１９年８月２０日

経済産業省
産業技術環境局地球環境技術室

地球温暖化防止技術開発
（二酸化炭素の分離・回収・貯留技術等）

地球温暖化防止技術開発
（二酸化炭素の分離・回収・貯留技術等）

「気候変動緩和策と適応策の最適化」シンポジウム御説明資料
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二酸化炭素分離・回収・貯留の仕組み
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製鉄所適用事例

分離回収ｴﾈﾙｷﾞｰの低い新吸収液分離回収ｴﾈﾙｷﾞｰの低い新吸収液

回収ガス

CO2濃度

99％

処理ガス
CO2濃度 2 ％

鉄鋼ﾌﾟﾛｾｽ用燃料として利用

（吸収塔）

（再生塔）

（ﾘﾎﾞｲﾗｰ）

製鉄所の低品位未利用廃熱製鉄所の低品位未利用廃熱

再生熱(ｽﾁｰﾑ）

二酸化炭素の分離回収コスト低減によるCO2削減を加速

高炉ガス
CO2濃度 22％
CO,H2等を含む

（前処理装置）

世界トップレベルの化学吸収技術
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L= 1100 mm, φ= 1 inch

世界最先端の分離膜技術

全体像 撮影倍率 50倍

分子ゲート機能CO２分離中空糸膜モジュール

600nm
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N2、H2etc.
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分子ゲート機能層
・超薄膜化

傾斜構造

支持層
・耐CO2可塑化性
・高強度 膜の構造

H2

CO2

燃焼ガス

膜モジュール実用化イメージ
膜の透過機能
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1000mTokyo

二酸化炭素の地中貯留実証試験二酸化炭素の地中貯留実証試験

CO2貯留の地層：約1000m、天然ガスの地層：約4,000m新潟県長岡市深沢町字岩野原

岩野原基地
新潟県長岡市

信濃川

試験サイト
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液化炭酸ガス

輸送ローリー

二酸化炭素の地中貯留実証試験の概要
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液体や気体を通さない層

（厚さ約１４０ｍ）

〔圧入実績〕
◇圧入井 ： １坑井
◇観測井 ： ３坑井

（ 圧入井から４０ｍ､６０ｍ､１２０ｍ ）

◇圧入期間 ： 約１．５年間
（ Ｈ１５年７月～Ｈ１７年１月 ）

◇圧入量 ： 約１０，４００ ｔ-CO2
（ 圧入レート ）

・約２０ｔ-CO2／日 （Ｈ１５年度）
・約４０ｔ-CO2／日 （Ｈ１６年度）
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◇圧入量 ： 約１０，４００ ｔ-CO2
（ 圧入レート ）

・約２０ｔ-CO2／日 （Ｈ１５年度）
・約４０ｔ-CO2／日 （Ｈ１６年度）
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トウモロコシ／サトウキビ グルコース（ブドウ糖）
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糖化プロセス

糖糖

BioBio--fuelfuel

次世代バイオエタノール生産プロセス

非食用非食用
セルロースセルロース

出典 Ｃｏｒｎ写真：フリー百科事典

従来のプロセス

将来のプロセス

微生物微生物
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